
TEAM MYODEN 
            市川市立妙典中学校 令和４年度生徒指導だより第２号 ４月２６日 

教育目標：未来を拓く妙典中生徒＜明るく・正しく・美しく＞ 

目指す生徒：◎ふれあいを大切にする生徒 ◎進んで学ぶ生徒 ◎頑張りぬく生徒 

◎長縄～心を合わせて～  ◎得意なことは人それぞれ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

◎楽しさとは…… 

 

わたしが楽しいだけの１日ではなく、あなたが楽しいだけの１日ではなく 

あの人が楽しいだけの１日ではなく、みんなが楽しい１日だとイイね 

わたしが１００％楽しいと、あなたが楽しくないかもしれない 

あなたが１００％楽しいと、あの人が楽しくないかもしれない 

あの人が１００％楽しいと、だれかが楽しくないかもしれない 

わたしがほんのちょっとがまんして、あなたがほんのちょっとがまんして 

あの人がほんのちょっとがまんして、みんなでほんのちょっとがまんすると 

みんなが８０％楽しいんじゃないかな   

みんなで楽しいと、１２０％楽しいよ 

人と人が生きていくって、そういうことじゃないかな 

一人でいても、きっと楽しくないよ 

だから、みんなでほんのちょっとがまんして   

みんなでほんのちょっとがんばって、楽しくいこうよ 

今年度から、体育祭の団体種目が綱引きから長縄にな

りました。長縄になった理由の一つに、「各クラスに１本

ずつ長縄を用意すれば学級全員での練習が毎日可能で

あること」があげられます（綱引きはそうはいきませ

ん）。ＰＴＡの方々にも協力していただき、各クラスに１

本ずつ大繩を準備していただきました。 

長縄の醍醐味（だいごみ）は技術的には色々あるので

すが、一番大切なのは、当たり前のことですが「全員で

跳ぶこと」です。 

全員とは、回し手、中で跳ぶ人、それ以外の人全てが、

必ず役割を持つことです。文字通り「クラス全員」です。 

もちろん、回数や勝敗も大切だと思いますが、何より

も声も動きも気持ちも１つにし、「クラスで協力するこ

とを楽しむ」ということを味わえれば、長縄も、そして

体育祭は成功するのではないでしょうか。 

残りの練習期間も、心を合わせて頑張ってください。 
 

 

このマンガは大阪市が発行している

「大阪市人権だより KOKORO ねっと」 

第 29 号{（2018 年 2 月 7日版）

https://www.city.osaka.lg.jp/shimin/p

age/0000359494.html}のものです。運動

が苦手な男子生徒Ａが球技大会の失敗で

落ち込んでいましたが、自由研究の発表

会でグラフづくりを任され立派な資料を

完成させました。また、発表が得意な女

の子のおかげで自由研究の発表会で優勝

しました。 

 得意なこと、苦手なことは人それぞれ

です。クラスでカバーし合いながら 

楽しいクラスづくりをしてください。 


